明の張守約（梅村居士）「擬寒山詩」原詩対照考 by 鈴木, 敏雄
三
三
頁
明
の
張
守
約
（
梅
村
居
士
）「
擬
寒
山
詩
」
原
詩
対
照
考
鈴
木
敏
雄
北
宋
の
宰
相
を
務
め
、
反
対
を
排
し
て
新
法
を
施
行
し
財
政
改
革
を
強
行
し
た
王
安
石
（
一
〇
二
一
～
一
〇
八
六
）
は
、
晩
年
、
南
京
鍾
山
の
半
山
亭
に
隠
退
し
、
妻
と
共
に
驢
馬
一
頭
の
質
素
な
生
活
に
入
る
。
そ
の
以
前
と
は
随
分
異
な
る
両
親
の
生
活
ぶ
り
を
安
石
の
娘
は
心
配
し
、
そ
の
よ
う
な
生
活
は
い
か
が
な
も
の
か
と
、
嫁
ぎ
先
か
ら
父
に
手
紙
を
寄
せ
る
と
、
安
石
は
、
実
は
パ
パ
ァ
も
寒
山
な
の
だ
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
、「
寒
山
詩
」
に
真
似
た「
擬
寒
山
詩
」二
十
首
を
作
り
、娘
に
送
っ
て
、全
く
平
気
の
平
左
で
あ
る
旨
、
逆
に
深
察
す
る
よ
う
諭
し
て
い
る
。
寒
山
は
文
殊
で
あ
る
と
は
逸
話
に
よ
る
伝
承
で
あ
る
が
、
安
石
も
寒
山
で
あ
る
と
い
う
模
倣
文
学
が
、
そ
こ
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
模
倣
に
よ
っ
て
他
者
性
を
表
現
に
組
み
込
み
、
自
分
が
文
殊
や
寒
山
と
同
じ
境
地
に
在
る
と
分
か
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
こ
の
文
学
表
現
の
目
的
は
先
ず
は
達
成
さ
れ
る
。
「
寒
山
詩
」
三
百
首
は
そ
の
後
、
世
に
殺
生
の
多
い
こ
と
を
嘆
く
宋
の
慈
受
懷
深
禅
師
え
し
ん
（
一
〇
七
七
～
一
一
三
二
）
に
模
倣
さ
れ
る
。
慈
受
和
尚
は
、
当
時
の
世
に
は
「
先
聖
慈
悲
の
意
」
が
必
要
で
あ
る
と
し
、「
先
聖
」
す
な
わ
ち
寒
山
の
慈
悲
を
模
倣
し
、
慈
受
「
擬
寒
山
詩
」
一
百
四
十
八
首
と
し
て
世
に
流
布
さ
せ
て
行
く
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
や
が
て
我
が
江
戸
の
寛
文
年
間
、
宇
治
の
黄
檗
山
万
福
寺
の
隠
元
和
尚
（
明
人
、
一
五
九
二
～
一
六
七
三
）
に
伝
わ
り
、
再
び
模
倣
さ
れ
て
、
隠
元
「
擬
寒
山
詩
」
二
百
首
と
し
て
詠
み
継
が
れ
て
行
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
隠
元
和
尚
よ
り
も
約
五
十
年
ほ
ど
前
の
こ
と
、明
の
文
人
居
士
で
あ
る
張
守
約（
梅
村
と
号
す
、
生
卒
年
未
詳
、
明
の
萬
暦
十
五
年
在
世
の
人
）
が
や
は
り
寒
山
お
よ
び
慈
受
和
尚
を
継
ぎ
、「
擬
寒
山
詩
」
を
作
っ
て
い
る
。
梅
村
も
寒
山
で
あ
る
と
評
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
そ
の
「
擬
寒
山
詩
」
三
百
首
は
、
そ
の
取
り
組
み
の
意
図
と
と
も
に
、
模
倣
文
学
（
詩
）
が
ど
の
よ
う
に
営
ま
れ
て
い
る
の
か
を
も
明
確
に
物
語
っ
て
く
れ
て
い
る
。
今
、
そ
の
取
り
組
み
の
調
査
結
果
を
後
の
考
察
の
便
宜
に
供
し
た
く
、
こ
の
場
を
借
り
て
、
そ
の
一
部
を
留
め
置
き
た
く
思
う
。
先
ず
は
そ
の
梅
村
「
擬
寒
山
詩
」
三
百
首
の
擬
作
意
図
で
あ
る
が
、
自
序
に
次
の
ご
と
く
明
記
さ
れ
て
い
る
。
擬
寒
山
詩
自
叙
張
梅
村
（
守
約
）
寒
山
子
詩
以
及
慈
受
諸
公
擬
寒
山
詩
、
皆
所
以
歌
詠
性
靈
、
闡
揚
道
妙
、
欲
使
衆
生
去
妄
帰
真
、
舎
凡
入
聖
、
厥
旨
微
矣
。
但
多
提
唱
宗
乗
、
罕
看
及
乎
浄
土
。
故
約
以
為
釋
迦
文
佛
入
滅
之
後
、
正
法
五
百
年
、
持
戒
堅
固
、
像
法
千
季
、
禅
定
堅
固
、
末
法
萬
年
、
念
佛
堅
固
、
而
今
故
末
法
時
也
。
予
山
居
多
暇
、
間
為
擬
寒
山
詩
、
要
在
勧
人
念
佛
、
徃
生
樂
國
、
横
出
三
界
、
永
斷
輪
廻
、
次
則
啓
人
戒
殺
放
生
、
長
養
慈
心
、
以
為
生
方
津
筏
。
至
若
山
居
賦
事
咏
物
等
作
、
敢
以
發
寒
山
慈
受
諸
公
之
逸
響
、
少
裨
寒
山
慈
受
諸
公
之
法
施
、
殆
所
謂
覆
坏
土
於
泰
山
、
添
勺
水
於
滄
海
、
不
自
諒
哉
。
冀
覽
者
或
另
着
眼
、
則
狗
尾
蛇
足
之
誚
、
庶
幾
其
少
寛
耳
。
（
寒
山
子
の
詩
以
及
び
慈
受
諸
公
の
擬
寒
山
詩
は
、
皆
に
性
霊
を
歌
詠
し
、
道
妙
を
お
よ
と
も
闡
揚
し
、
衆
生
を
し
て
妄
を
去
り
て
真
に
帰
し
、
凡
を
舎
て
て
聖
に
入
ら
し
め
ん
と
す
欲
す
る
所
以
に
し
て
、
厥
の
旨
は
微
な
り
。
但
だ
宗
乗
を
提
唱
す
る
こ
と
多
く
、
浄
そ
土
に
及
ぶ
を
看
る
こ
と
罕
な
る
の
み
。
故
に
約
以
為
へ
ら
く
釋
迦
文
仏
入
滅
の
後
、
ま
れ
わ
れ
お
も
三
四
頁
正
法
五
百
年
は
、
持
戒
堅
固
、
像
法
千
季
は
、
禅
定
堅
固
、
末
法
万
年
は
、
念
仏
堅
固
に
し
て
、
而
し
て
今
は
故
よ
り
末
法
の
時
な
り
と
。
予
山
居
し
て
暇
多
く
、
間
ま
擬
寒
山
詩
を
為
す
は
、
要
は
人
に
念
仏
を
勧
め
て
、
楽
国
に
往
生
し
、
横
ま
ま
に
三
界
を
出
で
て
、
永
く
輪
廻
を
断
ち
、
次
な
る
は
則
ほ
し
い
ち
人
を
啓
き
て
殺
す
を
戒
め
て
生
く
る
を
放
ち
、
長
く
慈
心
を
養
ひ
て
、
以
て
生
方
の
津
筏
と
為
さ
し
む
る
に
在
り
。
山
居
・
賦
事
・
詠
物
等
の
作
の
ご
と
き
に
至
り
て
し
ん
ば
つ
は
、敢
て
以
て
寒
山
慈
受
諸
公
の
逸
響
を
発
き
、少
く
寒
山
慈
受
諸
公
の
法
施
を
裨
ひ
ら
お
ぎ
な
ひ
、殆
ど
所
謂
る
坏
土
を
泰
山
に
覆
ひ
、勺
水
を
滄
海
に
添
ふ
る
な
れ
ば
、自
ら
を
諒
は
い
ど
ゆ
る
さ
ざ
る
か
な
。冀
は
く
は
覧
る
者
或
は
另
に
着
眼
す
れ
ば
、則
ち
狗
尾
蛇
足
の
誚
り
、
ほ
か
そ
し
庶
幾
は
く
は
其
れ
少
く
寛
さ
る
る
の
み
な
ら
ん
こ
と
を
。）
ゆ
る
文
人
居
士
の
張
梅
村
（
守
約
）
は
、
仏
教
思
想
に
よ
る
衆
生
救
済
を
思
い
、
唐
の
寒
山
子
の
「
寒
山
詩
」
お
よ
び
宋
の
慈
受
和
尚
ら
の
「
擬
寒
山
詩
」
を
明
の
世
に
用
立
て
よ
う
と
す
る
。
但
し
そ
れ
ら
は
、
す
で
に
像
法
の
「
禅
定
堅
固
」
の
世
の
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
て
、「
厥
の
旨
は
微
な
り
。
但
だ
宗
乗
を
提
唱
す
る
こ
と
多
く
、
浄
土
に
及
ぶ
を
そ
看
る
こ
と
罕
な
る
の
み
」
と
い
う
状
態
に
在
る
の
で
は
な
い
か
と
見
る
。
そ
こ
で
そ
れ
を
ま
れ
今
す
な
わ
ち
末
法
の「
念
仏
堅
固
」の
世
に
於
い
て
も
活
か
す
べ
く
、擬
作
を
思
い
立
つ
。
そ
し
て
「
人
に
念
仏
を
勧
め
て
、
楽
国
に
往
生
し
、
横
ま
ま
に
三
界
を
出
で
て
、
永
く
ほ
し
い
輪
廻
を
断
ち
、
次
な
る
は
則
ち
人
を
啓
き
て
殺
す
を
戒
め
て
生
く
る
を
放
ち
、
長
く
慈
心
を
養
ひ
て
、
以
て
生
方
の
津
筏
と
為
さ
し
む
」
こ
と
が
叶
う
よ
う
、「
擬
寒
山
詩
」
を
作
し
ん
ば
つ
る
に
至
っ
て
い
る
。
末
法
の
世
で
は
、
そ
れ
以
前
の
像
法
の
世
が
遺
し
た
禅
の
理
論
だ
け
を
そ
の
ま
ま
の
言
葉
で
伝
え
て
も
も
は
や
不
十
分
で
あ
る
、
た
と
い
蛇
足
で
あ
る
と
誚
ら
れ
よ
う
と
も
、
念
そ
し
仏
（
仏
を
念
ふ
）
と
浄
土
往
生
を
明
ら
か
に
す
る
言
葉
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
。
今
、
そ
の
よ
う
な
明
確
な
制
作
意
図
を
も
つ
梅
村
「
擬
寒
山
詩
」
で
あ
る
が
、
そ
の
理
解
に
は
、
そ
れ
が
模
倣
文
学
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
勘
案
す
る
必
要
を
覚
え
る
。
す
な
わ
ち
、
原
詩
と
の
対
照
無
く
し
て
、
理
解
は
十
分
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。
如
何
に
寒
山
詩
に
似
せ
た
の
か
を
捉
え
て
始
め
て
、
梅
村
が
意
図
す
る
主
旨
も
見
え
て
来
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
梅
村
の
擬
作
三
百
首
に
は
一
首
々
々
必
ず
原
詩
と
の
対
応
関
係
が
あ
る
と
の
仮
説
に
基
づ
き
、未
だ
全
て
で
は
な
い
も
の
の
、そ
の
原
詩
の
幾
つ
か（
四
十
首
ほ
ど
）
の
特
定
を
試
み
た
。
以
下
、
そ
の
特
定
で
き
た
と
思
わ
れ
る
原
詩
と
擬
作
と
を
併
せ
て
列
挙
し
、
後
々
、
比
較
に
よ
る
両
者
の
相
違
点
解
明
で
は
な
く
、
類
似
点
の
意
味
す
る
も
の
を
捕
捉
す
る
た
め
の
資
料
と
し
て
、
第
一
に
両
篇
を
関
係
づ
け
る
共
通
項
で
あ
る
鍵
語
を
（
○
「
」
で
）
示
し
、
然
る
後
そ
れ
を
機
軸
に
両
者
対
照
で
き
る
よ
う
考
察
の
観
点
を
一
言
添
え
て
置
き
た
い
。
原
詩
の
特
定
は
、
各
首
の
鍵
語
を
見
出
だ
し
得
な
い
と
、
か
な
り
の
難
題
と
な
る
。
以
下
、
列
挙
す
る
特
定
結
果
の
一
考
察
例
（
凡
例
）
と
し
て
、
最
初
に
挙
げ
る
寒
山
詩
〇
〇
九と
梅
村
詩
179 、
お
よ
び
梅
村
の
擬
作
の
一
典
型
例
で
あ
る
寒
山
詩
一
八
九と
梅
村
詩
145
（
後
出
）
に
の
み
、
そ
れ
ぞ
れ
訓
を
施
し
、
鍵
語
の
指
摘
お
よ
び
簡
単
な
注
解
を
添
え
た
い
。
な
お
、
寒
山
詩
は
通
行
す
る
番
号
を
漢
数
字
「
〇
〇
〇」
で
示
し
、
梅
村
詩
は
ア
ラ
ビ
ア
数
字
「
000 」
で
示
す
も
の
と
す
る
。
そ
の
際
、
擬
作
詩
は
例
え
ば
そ
の
「
001 」
が
原
詩
の
「
〇
〇
一」
に
決
し
て
対
応
す
る
よ
う
に
は
詩
集
の
編
次
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
予
め
附
言
し
て
お
く
。
○
「
問
」
〇
〇
九
人
問
寒
山
道
、
寒
山
路
不
通
。
夏
天
氷
未
釋
、
日
出
霧
朦
朧
。
似
我
何
由
届
、
與
君
心
不
同
。
君
心
若
似
我
、
還
得
到
其
中
。
179
客
問
梅
村
子
、
地
獄
有
也
不
。
其
人
業
頗
深
、
聊
以
片
語
激
。
在
他
人
則
有
、
在
故
人
則
沒
。
復
詰
何
以
故
、
君
却
有
不
得
。
（
こ
の
両
篇
は
、
一
見
そ
れ
ぞ
れ
対
応
関
係
が
あ
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
。
し
か
し
鍵
語
が
「
問
」
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
と
、
梅
村
は
寒
山
の
詠
む
山
「
寒
山
」
を
天
堂
（
浄
土
）
に
見
立
て
た
上
で
反
対
模
倣
し
、「
地
獄
」
で
類
似
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
見
え
（
原
詩
を
特
定
で
き
）、
両
者
の
対
照
が
可
能
と
な
る
。
原
詩
は
人
が
寒
山
子
に
寒
山
へ
の
道
を
問
う
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
擬
作
は
客
人
が
梅
村
に
地
獄
の
有
無
を
問
う
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
三
五
頁
寒
山
詩
〇
〇
九（
原
詩
）
人
問
寒
山
道
人
寒
山
の
道
を
問
ふ
も
寒
山
路
不
通
寒
山
は
路
通
ぜ
ず
夏
天
冰
未
釋
夏
天
な
る
も
氷
未
だ
釋
け
ず
と
日
出
霧
朦
朧
日
出
づ
る
も
霧
朦
朧
た
り
似
我
何
由
届
我
に
似
る
も
何
に
由
り
て
か
届
ら
ん
い
た
與
君
心
不
同
君
と
心
は
同
じ
か
ら
ず
君
心
若
似
我
君
が
心
若
し
我
に
似
ば
も
還
得
到
其
中
還
た
其
の
中
に
到
る
を
得
ん
ま
う
ち
梅
村
詩
179 （
擬
作
詩
）
客
問
梅
村
子
客
梅
村
子
に
問
ふ
地
獄
有
也
不
地
獄
は
有
り
や
不
や
と
い
な
其
人
業
頗
深
其
の
人
業
頗
る
深
く
ご
ふ
聊
以
片
語
激
聊
か
片
語
を
以
て
激
す
在
他
人
則
有
他
人
に
在
れ
ば
則
ち
有
り
在
故
人
則
沒
故
人
に
在
れ
ば
則
ち
没
か
ら
ん
な
復
詰
何
以
故
復
た
何
を
以
て
の
故
に
か
と
詰
れ
ば
な
じ
君
却
有
不
得
君
却
つ
て
有
れ
ば
得
え
ざ
ら
ん
と
た
末
法
の
世
の
客
人
よ
、
あ
な
た
の
問
い
に
地
獄
は
無
い
と
答
え
る
た
め
に
は
、
あ
な
た
が
私
（
梅
村
子
）
と
故
人
同
然
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
業
の
深
い
今
の
あ
な
と
も
だ
ち
ご
う
た
に
は
、
そ
れ
は
寒
山
と
心
を
同
じ
く
せ
よ
と
言
わ
れ
る
の
に
等
し
く
、
難
し
か
ろ
う
、
あ
な
た
に
は
寒
山
の
道
は
分
か
ら
な
い
だ
ろ
う
し
、
む
し
ろ
地
獄
が
待
っ
て
い
る
（
有
る
）、
と
梅
村
は
小
気
味
よ
く
諭
す
。
寒
山
と
同
じ
問
答
体
、
寒
山
と
類
似
の
論
理
論
法
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
寒
山
を
彷
彿
と
さ
せ
、
寒
山
に
似
た
境
地
か
ら
も
の
を
言
う
こ
と
が
出
来
て
い
る
。）
○
「
鸚
鵡
」
〇
一
二
鸚
鵡
宅
西
國
、
虞
羅
捕
得
歸
。
美
人
朝
夕
弄
、
出
入
在
庭
幃
。
賜
以
金
籠
貯
、
扃
哉
損
羽
衣
。
不
如
鴻
與
鶴
、
颻
颺
入
雲
飛
。
149
鸚
鵡
巧
能
言
、
羽
族
最
珎
貴
。
豪
家
爭
市
之
、
貯
諸
金
籠
内
。
却
顧
枝
頭
鳥
、
飛
鳴
得
自
遂
。
嗟
吾
獨
被
羈
、
飜
受
能
言
累
。
（
オ
ウ
ム
が
籠
の
鳥
に
さ
れ
る
要
因
を
、梅
村
は「
能
言
」ゆ
え
だ
と
明
瞭
化
す
る
。）
○
「
紫
芝
歌
」
〇
一
九手
筆
太
縱
横
、
身
材
極
魁
偉
。
生
爲
有
限
身
、
死
作
無
名
鬼
。
自
古
如
此
多
、
君
今
爭
奈
何
。
可
來
白
雲
裏
、
教
你
紫
芝
歌
。
020
獨
倚
斷
崖
石
、
閑
看
孤
雲
飛
。
松
風
颯
然
來
、
吹
我
身
上
衣
。
羣
峯
插
霄
漢
、
靑
天
四
邊
垂
。
幽
懷
渺
難
言
、
行
行
歌
紫
芝
。
（
寒
山
の
捉
え
る
商
山
四
皓
の
隠
逸
の
歌
を
、
梅
村
は
自
分
の
生
活
に
取
り
込
ん
で
見
せ
る
。）
○
「
揀
」
〇
三
七
富
兒
多
鞅
掌
、
觸
事
難
祇
承
。
倉
米
已
赫
赤
、
不
貸
人
斗
升
。
轉
懷
鉤
距
意
、
買
絹
先
揀
綾
。
若
至
臨
終
日
、
弔
客
有
蒼
蠅
。
190
丁
亥
歳
大
祲
、
飢
民
死
多
少
。
剥
盡
樹
上
皮
、
糠
也
無
處
討
。
及
今
穀
稍
登
、
就
揀
米
堪
好
。
這
等
薄
福
人
、
終
須
作
餓
殍
。
（「
鞅
掌
」
は
、
あ
わ
た
だ
し
い
、「
祇
承
」
は
、
承
け
流
す
意
。「
丁
亥
」
は
、
万
暦
十
五
年
、
大
飢
饉
の
あ
っ
た
歳
。「
揀
」
は
、
人
々
の
選
り
好
み
の
過
剰
を
指
摘
す
る
。）
○
「
母
」
〇
四
三
氐
眼
鄒
公
妻
、
邯
鄲
杜
生
母
。
二
人
同
共
老
、
一
種
好
面
首
。
昨
日
會
客
塲
、
惡
衣
排
在
後
。
只
爲
着
破
裙
、
喫
他
殘
䴺
。
婁麥
三
六
頁
079
目
連
持
鉢
食
、
救
母
地
獄
間
。
母
恠
餓
鬼
覷
、
以
手
遮
鉢
前
。
即
變
為
猛
火
、
一
粒
不
得
飧
。
業
力
勝
神
力
、
除
飢
要
除
慳
。
（「
䴺
」
は
、
餅
。「
覷
」
は
、
う
か
が
う
、「
慳
」
は
、
お
し
む
意
。
寒
山
梅
村
婁麥
両
者
と
も
に
、
杜
生
の
母
の
よ
う
に
物
惜
し
み
す
る
と
、
か
え
っ
て
損
を
す
る
と
詠
む
。）
○
「
親
、
友
の
死
」
し
ん
〇
四
九
一
向
寒
山
坐
、
淹
留
三
十
年
。
昨
來
訪
親
友
、
大
半
入
黄
泉
。
漸
滅
如
殘
燭
、
長
流
似
逝
川
。
今
朝
對
孤
影
、
不
覺
涙
雙
懸
。
251
白
首
臥
林
丘
、
此
心
良
獨
苦
。
親
友
多
死
亡
、
轉
眼
成
千
古
。
知
誰
登
天
堂
、
知
誰
游
地
府
。
我
顧
不
得
他
、
他
顧
不
得
我
。
（
寒
山
の
涙
の
理
由
を
、
梅
村
は
親
し
き
者
と
の
離
苦
と
説
く
。）
○
「
舟
」
〇
五
〇
相
喚
採
芙
蓉
、
可
憐
淸
江
裏
。
游
戯
不
覺
暮
、
屡
見
狂
風
起
。
浪
棒
鴛
鴦
兒
、
波
搖
鸂
䳵
子
。
此
時
居
舟
楫
、
浩
蕩
情
無
已
。
158
駕
一
舴
艋
舟
、
彭
蠡
湖
中
過
。
湖
濶
風
又
高
、
水
深
浪
又
大
。
叫
苦
聲
連
天
、
覆
了
舟
無
數
。
性
命
呼
翕
間
、
急
須
牢
把
柁
。
（
世
と
い
う
風
波
の
中
で
は
、
だ
れ
し
も
性
命
を
思
っ
て
舟
の
か
じ
を
握
り
し
め
る
瞬
間
が
あ
る
。）
○
「
女
」
〇
五
六
我
見
東
家
女
、
年
可
十
有
八
。
西
舍
競
來
問
、
願
姻
夫
妻
活
。
烹
羊
煮
衆
命
、
聚
頭
作
媱
殺
。
含
笑
樂
呵
呵
、
啼
哭
受
殃
决
。
148
一
女
兩
家
求
、
住
處
東
西
列
。
東
富
陋
容
貌
、
西
貧
美
人
物
。
父
入
謀
諸
女
、
女
乃
從
容
答
。
東
家
去
喫
飯
、
西
家
去
宿
歇
。
（
女
性
を
一
般
衆
生
の
代
表
と
し
、
末
法
の
世
人
の
無
自
覚
な
無
節
操
を
、
梅
村
は
一
層
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
に
描
く
。）
○
「
居
、
泉
」
〇
七
八
卜
擇
幽
居
地
、
天
台
更
莫
言
。
猨
啼
谿
霧
冷
、
嶽
色
草
門
連
。
竹
葉
覆
松
室
、
開
池
引
澗
泉
。
已
甘
休
萬
事
、
採
蕨
度
殘
年
。
009
遁
居
霞
霧
峰
、
千
山
萬
山
裏
。
白
雲
傍
榻
飛
、
草
閣
依
巖
起
。
閑
臥
擁
鹿
裘
、
淸
談
揮
麈
尾
。
童
子
採
茶
歸
、
自
去
汲
泉
水
。
（
梅
村
の
こ
の
一
首
は
「
四
庫
全
書
」
所
収
。
梅
村
は
寒
山
の
「
幽
居
」
を
「
遁
居
」
で
、「
採
蕨
」
を
「
採
茶
」
で
類
似
さ
せ
、
同
じ
境
地
に
在
る
こ
と
を
詠
む
。）
○
「
禍
」
〇
八
六
貪
人
好
聚
財
、
恰
如
梟
愛
子
。
子
大
而
食
母
、
財
多
還
害
己
。
散
之
即
福
生
、
聚
之
即
禍
起
。
無
財
亦
無
禍
、
鼓
翼
靑
雲
裏
。
152
口
是
禍
之
門
、
禍
常
从
此
出
。
萬
言
而
萬
當
、
総
不
如
一
黙
。
嗟
哉
國
武
子
、
因
言
褫
其
魄
。
允
矣
磨
兜
堅
、
緘
口
終
無
失
。
（
寒
山
の
提
示
す
る
、
禍
い
の
も
と
で
あ
る
所
の
「
財
」
を
、
梅
村
は
「
口
」
で
類
似
さ
せ
、
同
じ
事
だ
と
説
く
。）
○
「
善
悪
」
一
〇
三
不
須
攻
人
惡
、
不
須
伐
己
善
。
行
之
則
可
行
、
卷
之
則
可
卷
。
祿
厚
憂
責
大
、
言
深
慮
交
淺
。
聞
茲
若
念
茲
、
小
兒
當
自
見
。
017
心
爲
諸
惡
源
、
身
爲
衆
罪
藪
。
觀
心
是
無
常
、
萬
善
自
諧
偶
。
觀
身
如
實
相
、
百
福
縁
茲
有
。
善
惡
初
無
根
、
由
於
能
觀
否
。
（「
卷
」
は
、
才
能
を
韜
晦
す
る
。「
諧
偶
」
は
、
み
な
叶
う
意
。
物
事
は
身
心
の
在
り
方
し
だ
い
で
善
に
も
悪
に
も
見
え
る
、と
梅
村
は
寒
山
を
解
釈
し
て
見
せ
る
。）
○
「
骨
肉
」
一
二
四
富
貴
親
疎
聚
、
只
爲
多
錢
米
。
貧
賤
骨
肉
離
、
非
關
少
兄
弟
。
急
須
歸
去
來
、
招
賢
閣
未
啓
。
浪
行
朱
雀
街
、
踏
破
皮
鞋
底
。
三
七
頁
012
百
年
骨
肉
親
、
猶
如
逆
旅
客
。
倏
聚
得
相
逢
、
倏
散
又
相
隔
。
要
死
留
不
住
、
受
苦
替
不
得
。
慇
懃
勸
世
人
、
各
須
自
努
力
。
（
肉
親
に
集
合
や
離
散
が
お
こ
る
の
は
旅
の
よ
う
な
も
の
、
と
梅
村
は
寒
山
を
解
釈
す
る
。）
○
「
博
」
一
二
九
雍
容
美
少
年
、
博
覽
諸
經
史
。
盡
號
曰
先
生
、
皆
稱
爲
學
士
。
未
能
得
官
職
、
不
解
秉
耒
耜
。
冬
披
破
布
衫
、
蓋
是
書
誤
己
。
104
畊
田
博
飯
喫
、
紡
布
博
衣
穿
。
未
嘗
見
官
府
、
肯
去
學
神
僊
。
花
外
聴
禽
語
、
松
間
看
月
圓
。
此
心
休
休
地
、
終
日
抱
琴
眠
。
（
博
く
学
ぶ
べ
き
は
経
史
で
は
な
く
、
衣
食
神
仙
で
あ
る
、
と
梅
村
は
寒
山
を
裏
返
し
て
模
倣
す
る
。）
○
「
底
」
一
三
五
人
生
不
滿
百
、
常
懷
千
載
憂
。
自
身
病
始
可
、
又
爲
子
孫
愁
。
下
視
禾
根
土
、
上
看
桑
樹
頭
。
秤
槌
落
東
海
、
到
底
始
知
休
。
233
一
人
山
之
巓
、
一
人
山
之
趾
。
初
然
人
見
之
、
高
卑
勢
難
比
。
從
巓
下
不
休
、
從
趾
上
不
已
。
卑
者
反
在
頂
、
高
者
反
在
底
。
（「
根
土
・
樹
頭
」
は
、
あ
れ
こ
れ
心
配
が
絶
え
な
い
喩
え
。「
初
然
」
は
、
初
め
。
寒
山
梅
村
両
者
と
も
に
憂
愁
の
種
は
底
が
尽
き
な
い
と
詠
む
。）
○
「
弔
」
一
四
五
出
身
既
擾
擾
、
世
事
非
一
状
。
未
能
捨
流
俗
、
所
以
相
追
訪
。
昨
弔
徐
五
死
、
今
送
劉
三
葬
。
日
日
不
得
閑
、
爲
此
心
悽
愴
。
067
昨
日
弔
一
鄰
、
今
日
哭
一
親
。
年
皆
少
于
我
、
地
下
先
修
文
。
雖
然
有
先
後
、
未
免
輪
到
身
。
不
早
辧
盤
費
、
臨
期
忙
殺
人
。
（
徐
幹
や
劉
禎
ら
文
人
の
相
次
ぐ
死
を
、
曹
操
は
悲
し
ん
だ
、
と
寒
山
は
言
う
。「
修
文
」
は
、
文
人
の
死
。
そ
の
文
人
の
著
作
は
陰
曹
が
司
る
、
と
梅
村
は
言
い
、
死
は
忙
し
い
ほ
ど
ひ
ま
無
く
誰
に
も
訪
れ
る
こ
と
を
、
寒
山
同
様
に
詠
む
。）
○
「
錢
、
樂
」
一
四
六
有
樂
且
須
樂
、
時
哉
不
可
失
。
雖
云
一
百
年
、
豈
滿
三
萬
日
。
寄
世
是
須
臾
、
論
錢
莫
啾
喞
。
孝
經
末
後
篇
、
委
曲
陳
情
畢
。
248
修
行
得
心
田
、
無
如
錢
最
惡
。
謂
其
屬
五
家
、
愈
多
愈
不
樂
。
龐
老
沉
之
江
、
君
休
入
水
摸
。
樂
邦
淨
念
生
、
非
藉
錢
財
博
。
（
親
を
亡
く
し
た
時
は
、
音
楽
を
聞
い
て
も
楽
し
く
な
い
、
と
は
『
孝
経
』
を
出
典
と
す
る
。
寒
山
梅
村
と
も
に
、
楽
し
さ
は
心
情
や
情
念
、
心
か
ら
生
ず
る
も
の
で
あ
り
、
銭
金
か
ら
で
は
な
い
と
詠
む
。
梅
村
の
こ
の
一
首
、
梅
村
「
擬
寒
山
詩
」
が
龐
蘊
居
士
に
似
て
い
る
と
言
わ
れ
る
根
拠
と
な
る
。）
○
「
堂
堂
」
一
六
二
余
家
有
一
窟
、
窟
中
無
一
物
。
淨
潔
空
堂
堂
、
光
華
明
日
日
。
蔬
食
養
微
躯
、
布
裘
遮
幻
質
。
任
你
千
聖
現
、
我
有
天
眞
佛
。
099
我
有
一
般
寶
、
六
處
常
放
光
。
無
中
亦
無
表
、
非
圓
又
非
方
。
不
與
萬
物
侶
、
能
爲
諸
法
王
。
虚
靈
離
影
象
、
堂
堂
復
堂
堂
。
（「
一
窟
」
は
、
心
、
棲
心
窟
。
寒
山
梅
村
両
者
と
も
に
、
自
ら
の
心
の
「
堂
々
」
た
る
様
（
仏
性
）
を
詠
む
。）
○
「
丈
夫
」
一
六
三
男
兒
大
丈
夫
、
作
事
莫
莽
鹵
。
勁
挺
鐡
石
心
、
直
取
菩
提
路
。
邪
路
不
用
行
、
行
之
枉
辛
苦
。
不
要
求
佛
果
、
識
取
心
王
主
。
042
有
一
猛
丈
夫
、
登
山
誓
見
佛
。
蛇
虎
任
呑
噬
、
向
西
瞻
禮
切
。
彌
勒
欲
化
度
、
其
志
竟
難
奪
。
尋
感
彌
陀
來
、
授
衣
親
記
莂
。
（「
莂
」
は
、
仏
教
の
文
、「
偈
」
は
、
詩
。
寒
山
の
詠
む
「
大
丈
夫
」
の
勁
い
心
ほ
つ
を
、
梅
村
は
「
猛
丈
夫
」
の
そ
れ
で
類
似
さ
せ
る
。）
三
八
頁
○
「
棲
遲
」
一
六
四
粤
自
居
寒
山
、
曾
經
幾
萬
載
。
任
運
遯
林
泉
、
棲
遲
觀
自
在
。
巖
中
人
不
到
、
白
雲
常
靉
靆
。
細
草
作
臥
褥
、
靑
天
爲
被
葢
。
快
活
枕
石
頭
、
天
地
任
變
改
。
236
靑
山
不
負
我
、
棲
遲
興
自
別
。
林
間
臥
紫
煙
、
澗
底
弄
明
月
。
春
閣
送
冥
鴻
、
秋
崖
聽
落
葉
。
地
覆
及
天
翻
、
與
我
無
干
渉
。
（「
棲
遲
」
は
、
静
か
に
暮
ら
す
。「
負
」
は
、
そ
む
く
。
梅
村
も
寒
山
と
同
じ
く
、
山
中
で
静
か
に
気
ま
ま
に
暮
ら
す
境
地
を
手
に
入
れ
て
い
る
。）
○
「
送
客
」
一
七
八
憶
昔
過
逢
處
、
人
間
逐
勝
遊
。
樂
山
登
萬
仞
、
愛
水
汎
千
舟
。
送
客
琵
琶
谷
、
攜
琴
鸚
鵡
洲
。
焉
知
松
樹
下
、
抱
膝
冷
颼
颼
。
144
客
欲
游
匡
廬
、
遠
過
林
間
別
。
相
送
出
柴
門
、
凉
風
吹
華
髪
。
獨
倚
蒼
崖
畔
、
正
奈
流
泉
咽
。
野
鶴
忽
飛
來
、
踏
破
松
梢
月
。
（
寒
山
梅
村
両
者
と
も
に
客
を
見
送
っ
た
後
の
寂
し
さ
を
詠
む
。）
○
「
無
錢
」
一
八
五
笑
我
田
舍
兒
、
頭
頬
底
縶
濕
。
巾
子
不
曾
高
、
腰
帶
長
時
急
。
非
是
不
及
時
、
無
錢
趁
不
及
。
一
日
有
錢
財
、
浮
圖
頂
上
立
。
078
一
生
作
樵
夫
、
総
被
靑
山
弄
。
雙
鬢
看
看
白
、
兩
肩
轉
轉
痛
。
晨
採
和
雲
濕
、
暮
挑
帶
月
重
。
無
錢
儘
取
去
、
但
不
上
門
送
。
（
寒
山
は
、
銭
が
有
れ
ば
仏
塔
の
天
辺
に
立
っ
て
世
人
を
圧
倒
す
る
の
み
と
言
う
。
て
っ
ぺ
ん
梅
村
は
、銭
が
無
く
て
も
立
派
な
門
で
人
を
見
送
れ
な
い
だ
け
と
言
う
。寒
山
の「
田
舎
児
」
を
、
梅
村
は
「
樵
夫
」
で
類
似
さ
せ
て
い
る
。）
○
「
業
、
修
行
」
一
八
九一
瓶
鑄
金
成
、
一
瓶
埏
泥
出
。
二
瓶
任
君
看
、
那
箇
瓶
牢
實
。
欲
知
瓶
有
二
、
須
知
業
非
一
。
將
此
驗
生
因
、
修
行
在
今
日
。
145
佛
是
渡
海
舟
、
業
如
大
小
石
。
業
重
能
念
佛
、
石
大
仗
舟
力
。
業
軽
不
修
行
、
石
小
乏
舟
楫
。
大
石
竟
得
渡
、
小
石
飜
成
溺
。
（
こ
の
両
篇
は
、
人
の
「
業
」
と
「
修
行
」
と
が
、
両
者
共
通
の
鍵
語
と
な
っ
て
い
ご
う
る
。
寒
山
は
そ
の
業
の
様
々
な
「
生
因
」
を
金
属
製
と
粘
土
製
と
い
う
製
法
の
異
な
る
二
つ
の
瓶
に
喩
え
、
梅
村
は
そ
れ
を
大
小
二
つ
の
石
に
喩
え
る
。
寒
山
詩
一
八
九（
原
詩
）
一
瓶
鑄
金
成
一
瓶
は
金
を
鋳
て
成
り
一
瓶
埏
泥
出
一
瓶
は
泥
を
埏
ね
て
出
だ
す
こ
二
瓶
任
君
看
二
瓶
は
君
の
看
る
に
任
せ
ん
那
箇
瓶
牢
實
那
箇
れ
の
瓶
か
牢
実
な
る
い
づ
欲
知
瓶
有
二
瓶
に
二
つ
有
る
を
知
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
須
知
業
非
一
須
く
業
も
一
つ
に
非
ざ
る
を
知
る
べ
し
が
ふ
將
此
驗
生
因
此
れ
を
将
つ
て
生
因
を
験
せ
ば
も
あ
か
修
行
在
今
日
修
行
は
今
日
に
在
ら
ん
梅
村
詩
145 （
擬
作
詩
）
佛
是
渡
海
舟
仏
は
是
れ
海
を
渡
す
の
舟
業
如
大
小
石
業
は
大
小
の
石
の
ご
と
し
が
ふ
業
重
能
念
佛
業
重
け
れ
ば
能
く
仏
を
念
じ
石
大
仗
舟
力
石
大
き
け
れ
ば
舟
の
力
に
仗
ら
ん
よ
業
輕
不
修
行
業
軽
け
れ
ば
修
行
せ
ず
石
小
乏
舟
楫
石
小
さ
け
れ
ば
舟
の
楫
を
乏
て
ん
か
じ
す
大
石
竟
得
渡
大
石
は
竟
に
渡
る
を
得
小
石
飜
成
溺
小
石
は
飜
つ
て
溺
る
る
を
成
さ
ん
か
へ
金
剛
製
の
瓶
は
破
損
せ
ず
、
真
の
解
脱
に
至
る
こ
と
に
喩
え
ら
れ
る
、
と
は
『
涅
槃
経
』
を
出
典
と
す
る
が
、
寒
山
は
そ
れ
を
踏
ま
え
、
人
の
業
の
起
因
は
そ
れ
が
金
三
九
頁
属
製
（
善
因
）
か
粘
土
製
（
悪
因
）
か
で
、「
修
行
」
の
方
法
も
異
な
る
と
言
う
。
梅
村
は
そ
れ
を『
法
苑
珠
林
』を
出
典
と
す
る
大
小
二
つ
の
石
の
喩
え
で
類
似
さ
せ
、
寒
山
を
彷
彿
と
さ
せ
つ
つ
、末
法
の
世
の
衆
生
は
自
ら
の
業
因
を
軽
小
だ
と
見
て「
修
行
」
お
よ
び
「
念
仏
」（
仏
を
念
い
お
こ
す
こ
と
）
を
甘
く
見
、
石
が
小
さ
い
か
ら
と
運
搬
船
に
乗
せ
ず
に
直
接
海
に
浮
か
べ
る
よ
う
な
こ
と
を
す
る
、
そ
れ
で
は
石
が
海
中
に
没
し
て
し
ま
う
（
浄
土
に
到
達
で
き
な
い
）、
業
と
は
そ
の
よ
う
な
起
因
の
大
小
に
関
わ
る
こ
と
な
く
渡
船
（
仏
）
が
必
要
な
の
で
あ
る
、
と
寒
山
と
同
等
の
視
座
か
ら
、末
法
の
世
の
実
態
に
合
っ
た
言
葉
を
用
い
、人
々
に
警
策
を
加
え
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
喩
え
こ
そ
異
な
る
も
の
の
、
両
者
類
似
の
論
理
論
法
で
、
同
じ
主
旨
を
詠
ん
で
い
る
。）
○
「
読
書
」
二
〇
八
讀
書
豈
免
死
、
讀
書
豈
免
貧
。
何
以
好
識
字
、
識
字
勝
他
人
。
丈
夫
不
識
字
、
無
處
可
安
身
。
黄
連
揾
蒜
醤
、
忘
計
是
苦
辛
。
038
小
病
常
須
有
、
荒
年
不
可
無
。
順
風
舩
易
覆
、
險
道
馬
無
虞
。
死
豈
分
衰
壯
、
貧
何
別
智
愚
。
人
能
諳
此
理
、
勝
讀
十
車
書
。
（「
揾
」
は
、
擦
る
意
。
死
や
貧
困
に
対
し
、
人
生
の
味
付
け
で
し
か
な
い
読
書
を
、
両
者
と
も
に
無
意
味
と
す
る
。）
○
「
佛
」
二
一
三
説
食
終
不
飽
、
説
衣
不
免
寒
。
飽
喫
須
是
飯
、
著
衣
方
免
寒
。
不
解
審
思
量
、
只
道
求
佛
難
。
廻
心
即
是
佛
、
莫
向
外
頭
看
。
031
人
人
有
個
佛
、
竟
將
埋
沒
了
。
人
人
有
個
死
、
竟
若
忘
記
了
。
盡
向
外
馳
求
、
略
不
一
返
照
。
螃
蟹
落
湯
時
、
你
却
怎
生
好
。
（「
怎
生
好
」
は
、
ど
う
し
た
ら
好
い
の
だ
、
の
意
。
仏
や
死
に
つ
い
て
「
外
」
に
向
か
わ
ず
に
内
で
思
量
す
る
よ
う
説
く
寒
山
の
主
旨
を
、
梅
村
は
解
釈
し
て
見
せ
る
。）
○
「
輪
廻
」
二
一
四
可
畏
輪
廻
苦
、
往
復
似
翻
塵
。
蟻
巡
環
未
息
、
六
道
亂
紛
紛
。
改
頭
換
面
孔
、
不
離
舊
時
人
。
速
了
黒
暗
獄
、
無
令
心
性
昏
。
019
生
死
輪
廻
理
、
儒
家
信
不
及
。
羊
祜
孩
提
時
、
探
環
鄰
樹
窟
。
若
使
無
輪
廻
、
那
能
知
徃
迹
。
此
是
世
間
事
、
非
關
佛
書
出
。
（「
翻
塵
」
は
、
反
復
し
て
已
ま
な
い
喩
え
。「
探
環
」
は
、
生
ま
れ
変
わ
り
。
晋
の
羊
祜
の
故
事
。
輪
廻
転
生
は
必
ず
あ
り
、
そ
の
時
の
た
め
の
自
覚
が
必
要
で
あ
る
と
詠
む
。）
○
「
三
界
」
二
一
五
可
畏
三
界
輪
、
念
念
未
曾
息
。
纔
始
似
出
頭
、
又
却
遭
沈
溺
。
假
使
非
非
想
、
蓋
縁
多
福
力
。
爭
似
識
眞
源
、
一
得
即
永
得
。
133
自
從
無
始
來
、
造
罪
亦
造
福
。
幾
番
上
天
堂
、
幾
番
入
地
獄
。
幾
番
生
鬼
趣
、
幾
番
爲
人
畜
。
未
能
出
三
界
、
枉
受
輪
廻
促
。
（
寒
山
は
、
た
と
い
三
界
の
有
頂
天
非
非
想
で
も
、
輪
廻
は
免
れ
な
い
と
詠
む
。
梅
村
詩
は
そ
の
寒
山
詩
を
解
釈
す
る
。）
○
「
鬼
」
二
二
〇
徒
閉
蓬
門
坐
、
頻
經
歳
月
遷
。
唯
聞
人
作
鬼
、
不
見
鶴
成
仙
。
念
此
那
堪
説
、
隨
縁
須
自
憐
。
廻
看
郊
郭
外
、
古
墓
犂
爲
田
。
224
石
梁
苔
蘚
厚
、
閑
坐
看
流
水
。
澗
畔
誰
家
坟
、
鬱
然
林
木
美
。
哀
哀
聞
哭
聲
、
埋
骨
添
新
壘
。
一
自
入
山
來
、
幾
人
化
作
鬼
。
（「
石
梁
」
は
、
天
台
山
の
石
梁
橋
（
定
命
橋
）
に
擬
え
る
。
人
は
時
の
流
れ
の
中
で
「
鬼
」
と
化
す
る
の
み
で
あ
り
、
仙
人
に
成
る
こ
と
は
な
い
と
詠
む
。）
○
「
松
、
買
山
」
二
二
二
自
在
白
雲
閑
、
從
來
非
買
山
。
下
危
須
策
杖
、
上
險
捉
籐
攀
。
澗
畔
松
常
翠
、
谿
邊
石
自
斑
。
友
朋
雖
阻
絶
、
春
至
鳥
關
關
。
四
〇
頁
095
我
愛
嵒
畔
松
、
年
年
長
一
臺
。
松
花
炊
作
飯
、
松
枝
修
作
柴
。
松
聲
風
送
至
、
松
影
月
移
來
。
當
時
空
錯
過
、
恨
不
買
山
栽
。
（
松
を
最
も
好
む
梅
村
は
、
寒
山
の
と
り
わ
け
詠
松
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。）
○
「
富
貴
」
二
二
四
死
生
元
有
命
、
富
貴
本
在
天
。
此
是
古
人
語
、
吾
今
非
謬
傳
。
聰
明
好
短
命
、
癡
騃
却
長
年
。
鈍
物
豐
財
寳
、
惺
惺
漢
無
錢
。
044
富
貴
本
在
天
、
枯
榮
元
有
命
。
笑
殺
癡
呆
漢
、
欲
以
人
力
勝
。
瞞
心
并
昧
己
、
行
險
以
僥
幸
。
人
雖
巧
作
爲
、
天
更
巧
報
應
。
（
寒
山
の
論
を
承
け
、
梅
村
は
人
力
の
無
力
を
裏
面
か
ら
捉
え
直
し
て
見
せ
る
。）
○
「
指
」
二
二
六
衆
生
不
可
説
、
何
意
許
顛
邪
。
面
上
兩
惡
鳥
、
心
中
三
毒
蛇
。
是
渠
作
障
礙
、
使
你
事
煩
拏
。
高
舉
手
彈
指
、
南
無
佛
陀
耶
。
212
衆
生
世
諦
中
、
識
趣
最
顛
倒
。
但
喜
指
人
短
、
不
喜
揚
人
好
。
聞
人
議
論
他
、
即
便
生
煩
悩
。
自
己
議
論
人
、
終
日
不
可
了
。
（
指
弾
は
顛
倒
し
た
世
評
を
戒
め
る
仕
草
で
あ
り
、
人
の
短
所
を
指
摘
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
梅
村
は
解
釈
す
る
。）
○
「
楽
、
煙
蘿
、
石
牀
」
二
二
七
自
樂
平
生
道
、
煙
蘿
石
洞
間
。
野
情
多
放
曠
、
長
伴
白
雲
閑
。
有
路
不
通
世
、
無
心
孰
可
攀
。
石
牀
孤
夜
坐
、
圓
月
上
寒
山
。
014
破
屋
覆
煙
蘿
、
石
牀
苔
蘚
駁
。
雲
光
澗
底
明
、
泉
韻
嵒
頭
落
。
山
深
忘
歳
年
、
心
懶
醉
丘
壑
。
木
食
與
艸
衣
、
自
得
其
中
樂
。
（
決
し
て
世
俗
と
交
る
こ
と
の
な
い
山
居
の
楽
し
み
を
梅
村
は
寒
山
と
共
有
し
て
い
る
。）
○
「
流
水
」
二
三
六
人
生
在
塵
蒙
、
恰
似
盤
中
蟲
。
終
日
行
遶
遶
、
不
離
其
盆
中
。
神
仙
不
可
比
、
煩
惱
計
無
窮
。
歳
月
如
流
水
、
須
臾
作
老
翁
。
048
昨
日
顔
如
渥
、
今
朝
鬢
雪
生
。
年
光
若
流
水
、
東
去
無
回
聲
。
不
早
着
精
彩
、
何
能
出
火
坑
。
改
頭
并
換
面
、
錯
了
定
盤
星
。
（
梅
村
は
、
原
詩
の
「
塵
蒙
」
を
「
火
坑
」
で
類
似
さ
せ
、
そ
こ
か
ら
抜
け
出
る
こ
と
を
詠
む
。「
定
盤
星
」
は
、
軽
重
で
は
動
か
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
、
秤
の
じ
ょ
う
ば
ん
じ
ょ
う
無
駄
目
。）
○
「
世
間
の
人
」
二
四
〇
世
有
一
般
人
、
不
惡
又
不
善
。
不
識
主
人
翁
、
隨
客
處
處
轉
。
因
循
過
時
光
、
渾
是
癡
肉
臠
。
雖
有
一
靈
臺
、
如
同
客
作
漢
。
169
暗
昧
造
諸
惡
、
唯
幸
天
不
知
。
小
小
為
一
善
、
唯
恐
福
報
遲
。
笑
殺
世
間
人
、
無
如
此
等
癡
。
不
知
心
即
天
、
毫
發
難
自
欺
。
（
天
こ
そ
は
心
だ
と
知
ら
ず
、
善
悪
関
係
な
く
、
世
間
一
般
の
人
は
痴
を
な
す
。）
○
「
菩
提
」
二
五
九
五
嶽
倶
成
粉
、
須
彌
一
寸
山
。
大
海
一
滴
水
、
吸
入
其
心
田
。
生
長
菩
提
子
、
徧
葢
天
中
天
。
語
汝
慕
道
者
、
愼
莫
繞
十
纒
。
087
西
天
多
外
道
、
九
十
有
六
種
。
一
切
諸
経
書
、
見
題
便
成
誦
。
不
能
了
自
心
、
狂
慧
亦
何
用
。
妄
謂
證
菩
提
、
罪
犯
過
十
重
。
（「
十
纒
」
は
、
十
種
の
妄
念
。
外
道
や
十
纏
に
惑
う
程
度
の
智
慧
な
ら
、
妄
り
に
め
ぐ
ら
せ
な
く
て
好
い
、
と
詠
む
。）
○
「
橋
」
二
六
六
迥
聳
霄
漢
外
、
雲
裏
路
岹
嶢
。
瀑
布
千
丈
流
、
如
鋪
練
一
條
。
下
有
棲
心
窟
、
横
安
定
命
橋
。
雄
雄
鎭
世
界
、
天
臺
名
獨
超
。
115
愛
殺
天
台
山
、
石
梁
橋
下
水
。
自
古
以
及
今
、
潺
潺
流
不
止
。
四
一
頁
人
代
有
變
遷
、
水
聲
只
如
此
。
好
與
五
百
流
、
洗
得
一
雙
耳
。
（
天
台
は
須
彌
山
に
喩
え
ら
れ
る
。寒
山
の
天
台
定
命
橋
の
瀑
布
の「
千
丈
流
」を
、
梅
村
は
石
梁
の
「
五
百
流
」
で
類
似
さ
せ
て
い
る
。）
○
「
六
賊
」
二
七
三
可
笑
五
陰
窟
、
四
蛇
同
苦
居
。
黒
暗
無
明
燭
、
三
毒
遞
相
驅
。
伴
黨
六
箇
賊
、
劫
掠
法
財
珠
。
斬
却
魔
軍
輩
、
安
泰
湛
如
蘇
。
194
六
賊
聚
爲
黨
、
晝
夜
謀
行
劫
。
一
切
功
德
財
、
剽
掠
靡
遺
孑
。
内
若
無
賊
媒
、
外
冦
何
能
入
。
家
賊
最
難
防
、
識
得
眞
英
傑
。
（
人
に
備
わ
っ
て
心
を
惑
わ
す
耳
目
な
ど
六
つ
の
感
覚
器
官
の
譬
え
を
、
梅
村
は
簡
略
化
し
て
解
釈
す
る
。）
○
「
指
見
月
」
二
七
九
巖
前
獨
靜
坐
、
圓
月
當
天
耀
。
萬
象
影
現
中
、
一
輪
本
無
照
。
廓
然
神
自
淸
、
含
虚
洞
玄
妙
。
因
指
見
其
月
、
月
是
心
樞
要
。
257
因
指
得
見
月
、
見
月
還
忘
指
。
認
指
以
爲
月
、
斯
亦
愚
人
耳
。
聞
教
合
明
心
、
明
心
教
可
已
。
執
教
以
爲
心
、
法
眼
生
塵
滓
。
（「
指
さ
し
て
月
を
見
る
」
は
、
禅
の
基
本
。
梅
村
詩
は
、
寒
山
詩
同
様
、
そ
れ
を
確
認
し
て
い
る
。）
○
「
心
王
」
二
八
六
世
間
一
等
流
、
誠
堪
與
人
笑
。
出
家
弊
己
身
、
誑
俗
將
爲
道
。
雖
著
離
塵
衣
、
衣
中
多
養
蚤
。
不
如
歸
去
來
、
識
取
心
王
好
。
075
槲
葉
紉
爲
裳
、
蘭
蓀
儲
作
粮
。
別
人
笑
我
懶
、
我
笑
別
人
忙
。
靜
夜
聞
天
籟
、
寒
潭
弄
月
光
。
不
教
塵
土
夢
、
惱
亂
我
心
王
。
（
お
笑
い
種
の
人
で
あ
る
「
一
等
流
」
を
、
梅
村
は
「
我
」
で
類
似
さ
せ
、
反
対
模
倣
し
て
い
る
。）
○
「
秀
才
」
二
八
八
有
箇
王
秀
才
、
笑
我
詩
多
失
。
云
不
識
蜂
腰
、
仍
不
會
鶴
膝
。
平
仄
不
解
叶
、
凡
言
取
次
出
。
我
笑
你
作
詩
、
如
盲
徒
咏
日
。
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昨
見
兩
秀
才
、
講
論
許
道
理
。
語
孟
與
學
庸
、
六
経
及
三
史
。
吾
幼
曾
讀
書
、
至
今
在
心
裡
。
上
言
上
大
人
、
下
言
丘
乙
己
。
（
官
僚
を
目
指
す
「
秀
才
」
の
作
る
詩
文
の
内
容
に
は
、
こ
れ
と
言
っ
た
意
味
を
見
出
だ
せ
な
い
。）
○
「
傀
儡
」
二
九
〇
寒
山
出
此
語
、
此
語
無
人
信
。
蜜
甜
足
人
嘗
、
黄
蘖
苦
難
進
。
順
情
生
喜
悦
、
逆
意
多
嗔
恨
。
但
看
木
傀
儡
、
弄
了
一
塲
困
。
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傀
儡
共
登
塲
、
呈
盡
千
般
伎
。
謾
將
笑
劇
看
、
世
上
総
兒
戲
。
傍
觀
若
自
由
、
未
免
線
索
繋
。
舞
罷
寂
然
休
、
與
人
死
無
異
。
（「
綫
索
繋
」
は
、
操
り
絲
。
甘
い
言
葉
は
傀
儡
の
操
り
絲
に
同
じ
で
あ
る
と
、
梅
村
詩
は
寒
山
詩
を
解
釈
す
る
。「
傀
儡
」
詠
は
王
安
石
に
も
あ
る
が
、
隠
元
も
次
の
よ
う
に
詠
む
。
日
午
正
三
更
、
懷
開
離
謂
名
。
不
増
亦
不
滅
、
何
壞
復
何
成
。
覻
破
華
胥
夢
、
豈
耽
傀
儡
榮
。
尋
常
事
無
別
、
四
海
一
昇
平
。
「
華
胥
夢
」
は
、
夢
。『
列
子
』
を
出
典
と
す
る
。）
○
「
文
字
」
二
九
八
我
見
利
智
人
、
觀
着
便
知
意
。
不
假
尋
文
字
、
直
入
如
來
地
。
心
不
逐
諸
縁
、
意
根
不
妄
起
。
心
意
不
生
時
、
内
外
無
餘
事
。
283
古
來
文
章
士
、
少
有
信
佛
法
。
貝
葉
與
蓮
花
、
致
將
資
笑
謔
。
自
誇
鸚
鵡
賦
、
爭
寶
蘭
亭
帖
。
生
死
驀
臨
頭
、
文
字
用
不
着
。
（
梅
村
の
四
句
目
は
「
将
つ
て
笑
謔
に
資
す
る
を
致
す
」。
智
慧
あ
る
人
は
、
文
字
も
に
は
頼
ら
な
い
と
言
う
寒
山
を
、
梅
村
は
裏
返
し
て
模
倣
す
る
。）
四
二
頁
○
「
葉
、
花
」
三
〇
〇
君
看
葉
裏
花
、
能
得
幾
時
好
。
今
日
畏
人
攀
、
明
朝
待
誰
掃
。
可
憐
嬌
艷
情
、
年
多
轉
成
老
。
將
世
比
於
花
、
紅
顔
豈
長
保
。
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日
日
望
春
來
、
忽
然
秋
又
至
。
花
開
不
多
時
、
落
葉
已
滿
地
。
少
壯
易
老
衰
、
與
彼
何
以
異
。
不
早
去
修
行
、
生
死
非
兒
戯
。
（
少
年
は
花
に
似
て
老
い
や
す
く
早
め
の
修
行
が
必
要
で
あ
る
、
と
梅
村
は
寒
山
を
解
釈
す
る
。）
○
「
布
施
」
拾
一
八
運
心
常
寛
廣
、
此
則
名
爲
布
。
輟
己
惠
於
人
、
方
可
名
爲
施
。
後
來
人
不
知
、
焉
能
會
此
義
。
未
設
一
庸
僧
、
早
擬
望
富
貴
。
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捨
財
爲
財
施
、
捨
法
爲
法
施
。
急
難
令
無
畏
、
是
名
無
畏
施
。
有
心
愧
乏
財
、
是
名
曰
心
施
。
心
施
財
施
等
、
忍
辱
眞
布
施
。
（
拾
一
八は
、
拾
得
詩
。「
設
」
は
、
お
と
き
、
斎
。
梅
村
は
、
拾
得
詩
の
「
布
施
」
の
在
り
方
に
擬
し
、「
忍
辱
」
こ
そ
真
の
布
施
で
あ
る
と
説
く
。）
に
ん
に
く
以
上
、
明
の
張
梅
村
は
、
末
法
の
世
の
人
々
の
実
態
に
合
わ
せ
て
寒
山
が
メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
て
働
く
よ
う
模
倣
表
現
を
展
開
し
、
寒
山
と
類
似
す
る
境
地
に
入
っ
て
行
く
自
分
を
楽
し
み
つ
つ
、
寒
山
を
衆
生
と
共
有
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
梅
村
は
生
涯
を
通
じ
て
詠
ん
だ
数
千
の
自
作
（
詩
）
を
、
意
図
的
に
「
擬
寒
山
詩
」
三
百
首
だ
け
を
遺
し
、
あ
と
は
全
て
捨
て
て
い
る
。
ま
さ
に
模
倣
に
生
き
、
古
典
の
持
つ
不
変
真
如
を
と
こ
と
ん
追
究
し
続
け
た
文
人
居
士
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
〈
主
な
参
考
図
書
〉
・
張
守
約
『
擬
寒
山
詩
』（
四
庫
未
収
書
輯
刊
第
六
輯
、
一
九
九
七
年
、
北
京
出
版
社
）
・
錢
學
烈
『
寒
山
拾
得
詩
校
評
』（
一
九
九
八
年
、
天
津
古
籍
出
版
社
）
・
項
楚
『
寒
山
詩
注
』（
二
〇
〇
〇
年
、
北
京
中
華
書
局
）
・
陳
慧
劍
『
寒
山
子
研
究
』（
一
九
八
九
年
、
臺
北
東
大
圖
書
公
司
）
・
何
善
蒙
『
隱
逸
詩
人
―
―
寒
山
傳
』（
二
〇
〇
六
年
、
浙
江
人
民
出
版
社
）
・
卞
東
波
編『
寒
山
詩
日
本
古
注
本
叢
刊
』上
／
下（
二
〇
一
七
年
、南
京
鳳
凰
出
版
社
）
・
李
壁
、
李
之
亮
『
王
荊
公
詩
注
補
箋
』（
二
〇
〇
二
年
、
四
川
巴
蜀
書
社
）
・
李
之
亮
『
王
荊
公
文
集
箋
注
』（
二
〇
〇
五
年
、
四
川
巴
蜀
書
社
）
・『
慈
受
深
和
尚
擬
寒
山
詩
』（
宋
、
建
炎
四
年
（
一
一
三
〇
年
）
版
、
高
麗
本
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
・
藍
吉
富
主
編
『
慈
受
懷
深
禅
師
廣
録
』（
禅
宗
全
書
語
録
部
六
、
二
〇
〇
四
年
、
北
京
図
書
館
出
版
社
）
・
陳
曦
點
校
『
慈
受
懷
深
禅
師
廣
録
』（
二
〇
一
五
年
、
上
海
古
籍
出
版
社
）
